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■編集後記■

●今号の座談会では、情報漏えい後の法的

手続の現状や課題が展開されています。

企業の対応策と法制度が相互に作用する

ための方向性がみえてくるのではないで

しょうか。限られた日程の中、出席いた

だきました方々のご協力に御礼申し上げ

ます。 （Ｚ）

●年末のCOP21へ向け、日本も２０３０年の
温室効果ガス排出量２０１３年度比２６.０％削
減目標の約束草案を固めた。電源構成等

想定されている取組みの実現をどのよう

に行うのか、課題は多い。そして、新た

な国民運動としてCOOLCHOICE。過
去の（現在の）運動の名称は？ 今回は

どのような展開になるのだろうか。（Ａ）

恐定期購読のおすすめ恐

本誌はお近くの書店でもご購入できます

が、確実にお手元へお届けする定期購読も

承っております。各号２,０５７円～２,２６８円の
ところ、年間購読の場合、１年４号分を

８,２２９円〔年４回〕・送料サービスでお届けい
たします。直接弊社営業までお申し込みく

ださい。〈価格は消費税８％込み〉

【定期購読者限定の特典】

① 書店購入よりも早く読める

② 本誌の電子版（PDF版）を入手でき
る 研究・実務に便利 Webからの
ダウンロードなので海外で閲覧可能

＝次号（６９号・２０１５年９月刊）予告＝

【最高裁調査官による最高裁重要判例解説】

・最二小判平２７・６・５（平成２４年 第１２０４号等）

〔プロダクト・バイ・プロセス・クレーム事件〕

・最三小判平２７・４・２８（平成２６年（行ヒ）第７５号）

〔JASRAC事件〕

〔特報〕国際シンポジウム「知財司法の未来に向けて～

知的財産高等裁判所創設１０周年記念～」

FRAND宣言された標準必須特許による差止請求、損害

賠償請求訴訟をテーマに、日・米・英・仏・独５カ国の

知財裁判官・弁護士による模擬裁判およびパネルディス

カッションの報告


